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今日は「大 寒」、一年 でいちばん寒 さが厳 しくなるころ とのこ とです。少 しず

つ春に向かっ ていま す。  

現在会員登録数 4,619 人さま。次号は２ 月 20 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  
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●≪寄付プレ ゼント キャンペーン  １月 ３１日まで≫  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ま す 。 寄 付 金 は 、 当 財 団 が 行 う 講 座 ・ 講 演 会 な ど 、 さ ま ざ ま な 事 業 経 費 に 充

てさせていた だきま す。ぜひ、ご 協力く ださいますよ うお願 いします。  

キ ャ ン ペ ー ン 期 間 中 、 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に 、「 特 別 プ レ ゼ ン ト 」

として下記の 中から おひとつプレ ゼント いたします。  

◇プレゼント 内容：  

〈１〉富安陽 子さん のサイン本  １冊（限 定 15 冊・抽選）  

〈２〉イイク ロちゃ んグッズ  全種類セ ッ ト  

〈３〉当財団 発行の お好きな報告 集  １冊  

今回は、金額にか か わらず、ご寄付い た だいた方全員 を対象 に、抽選で、「誰

にでも当たる プレゼ ント」もあり ます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

 

●第 20 回国際グリ ム 賞  贈呈式・記念講 演 会  

講  師：受賞者  エ マ ー・オサリバ ン博士  

   （ドイ ツ・ロ イファナ大学 リュー ネブルク教授 ）  

演  題：「『 不思議の 国 のアリス』を 絵で表 す  

－記号間翻訳 として のイラストレ ーショ ン－」  

日  時：２月７日（ 土 ）  14： 00～ 17： 00 

会  場：國民會館  武藤記念ホール （大阪 市中央区大手前 2-1-2）  

定  員： 70 人（申込先 着順）   参 加費： 無  料  

主  催：一般財団法 人  大阪国際児童文学 振 興財団／  

    一般財団法 人  金蘭会／大阪府立 大 手前高等学校 同窓会  金蘭会  

※お申し込み 、詳細 は  ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com -con/01_grimm/index.html#20ceremony  

 

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701
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●「広松由希 子と土 居安子のゆっ たり  ま ったり  ぶっちゃけ 絵 本トーク」  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#2025ehontalk  

１月 17 日（土 ）、オ ンラインで開 催しま した。  

絵本評論家・作家の広 松由希子さん と、土 居安子総括専 門員が 2025 年に読ん

だ絵本につい て２時 間たっぷり語 り合い ました。  

◇録画配信  １月 28 日（水）～３ 月３日 （火）  

◎定員なし  ◎視聴 料 1500 円  

※お申し込みは Peatix から  https://2025ehontalk-2.peatix.com/ 
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【２】コラム  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『 わ た し の お と う さ ん の り ゅ う 』  伊 藤 比 呂 美 /著  左 右 社  2025 年 10 月  

対象年齢：大 人  

 

＊今回のゲス トは 当 財団理事の宮 川健郎 さん（Ｔ）で す。  

 

概 要 ： 詩 人 伊 藤 比 呂 美 の 両 親 、 特 に 戦 後 一 時 期 や く ざ を 経 験 し た 父 親 の 思 い

出を語った本。両 親 の経歴を調べ、大正 11（ 1922）年生まれの 父と大正 14

（ 1925）年生まれの母 が「戦中・戦後」をい かに生きてき たかを 想像する。

そ れ と 同 時 に 、 伊 藤 の 子 ど も 時 代 に 出 会 っ た 児 童 書 を 紹 介 し 、 子 ど も 時 代

の読書体験と 現代の 視点で読み直 した作 品に対する考 えを述 べている 。  

 

Ｔ：こ の本は、お父 さ んが小さな印 刷屋で 働いていたこ とで、伊 藤さんが『エ

ル マ ー の ぼ う け ん 』（ ル ー ス ・ ス タ イ ル ス ・ ガ ネ ッ ト /さ く  ル ー ス ・ ク リ

スマン・ガネ ット /え  わたなべし げお /や く  福音館書 店  1963 年 7 月）

の 初 版 の 校 正 刷 り を お 父 さ ん に 読 み 聞 か せ て も ら っ た と い う エ ピ ソ ー ド か

ら 始 ま り ま す 。「 私 は 、 こ の 本 を 日 本 で 初 め て 読 ん だ 子 ど も で す 。」（ p.4）

と書かれてい ます。 渡辺茂男さん の息子 の鉄太さん（ 1962 年生まれ）はま

だ 小 さ い か ら 、 き っ と 伊 藤 さ ん が 最 初 で し ょ う 。 と て も 興 味 深 く 読 み ま し

た。  

Ｙ ： こ の 本 の タ イ ト ル は 、「 わ た し の お と う さ ん の り ゅ う 」 で 、 こ れ は 、『 エ

ルマーのぼう けん』 の原書のタイ トル「 My Father’ s Dragon」から来てい

ま す 。 渡 辺 さ ん は 、 父 親 の エ ル マ ー に つ い て 語 る 人 物 を 「 ぼ く 」 と 訳 さ れ

ていますが 、「わたし 」であった可能性 が 語られていて「な る ほど！」と思

いました。  

Ｔ ： タ イ ト ル か ら は 、 こ の 本 が 著 者 の 父 親 に 読 ん で も ら っ た 思 い 出 の 本 で あ

ることと、『エル マー のぼうけん 』をはじめ とする児童書 の思い 出を語って

いる本である という ことが読み取 れます 。  

Ｙ：そして、「ぼ く」か「わたし 」か、ジ ェンダーの問 題につ いても考えさ せ

てくれます。  

Ｔ ： 実 は 、 ぼ く は 、 伊 藤 比 呂 美 さ ん と 同 じ 年 に 生 ま れ 、 地 域 は 違 う も の の 、

同 じ 東 京 都 板 橋 区 で 育 っ た 点 も 共 通 し て い る の で 、 本 に 書 か れ て い る 経 験

をとても身近 に感じ ながら読みま した。  

Ｙ：児童書に かかわ る点ではどん な点が おもしろかっ たです か。  

Ｔ：『エ ルマーの ぼう けん』でも 、原書と 翻 訳の比較分析 がおも しろかったで

す が 、 こ れ も お 父 さ ん に 読 ん で も ら っ た と い う 『 ド リ ト ル 先 生 ア フ リ カ ゆ

き 』（ ヒ ュ ー ・ ロ フ テ ィ ン グ /作  井 伏 鱒 二 /訳  岩 波 少 年 文 庫  岩 波 書 店  

1951 年 6 月）の翻訳 文体の分析に 「なる ほど！」と思 いまし した。  

Ｙ：「地の文が 異様な ほど単調」で、「「ま した」で終わる文が 、延々とつづい

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#2025ehontalk
https://2025ehontalk-2.peatix.com/


てゆきました 。」と あ り、「「ました 」が、低 い、きまった 調子で 、どこまで

も ぶ ん ぶ ん と う な り つ づ け て い く よ う で し た 。 と こ ろ が 先 生 や 動 物 た ち の

会話になるや 、単調 さ の沼の中から 、声や 声 や声たちが一 斉に立 ち上がり、

響 き 合 い 、 そ れ は す ぐ 耳 元 か ら 聞 こ え て く る よ う に 感 じ ま し た 。」（ p.38～

39）とありま す。  

Ｔ ： さ す が 詩 人 で す 。 こ れ ま で こ ん な 分 析 は 読 ん だ こ と が な い よ う に 思 い ま

す。  

Ｙ：「昭 和の文体  少 年少女世界名 作文学 全集」の項 の「昭和 の 児童書におけ

る無機質な文 体」（ p.101）の分析もどき ど きしながら読 みまし た。  

Ｔ ： そ こ で 指 摘 さ れ て い る 浜 田 広 介 の 文 体 に 対 す る 子 ど も の と き の 快 感 と 違

和感も、それ につい ての大人にな ってか ら考察も的確 です。  

Ｙ：「メアリー・ポ ピ ンズ」も「シートン 動物記」についても 自分の子ども の

頃読んだ感覚 と照ら し合わせなが ら読み ました。  

そして、そ れらの分析 が分析に終わ らず、子 ども読者とし ての伊 藤さん、

大 人 に な っ た 伊 藤 さ ん 、 お 父 さ ん や お 母 さ ん 、 日 本 社 会 に お け る 言 葉 や ジ

ェ ン ダ ー の 問 題 な ど と 絡 み 合 い な が ら 書 か れ て い る 点 が こ の 本 の 魅 力 だ と

思いました。  

Ｔ ： お 父 さ ん の 足 跡 を 丁 寧 に 調 べ る 過 程 も 読 み 応 え が あ り ま す 。 何 よ り 、 伊

藤 さ ん が ご 自 分 や 家 族 を 客 観 的 に 見 る 視 点 の 大 胆 さ が こ の 本 の 起 点 に あ る

と思いました 。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

※今月は休載 します 。  

 

*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ７９  

*****************************************************************  

 

茶色の大地が 空から 降ってくるの だった 。  

土埃があたし の胸を しめつけるの で息も できなかった けど  

立ちどまろう とも思 わなかった。  

土砂が降りし きって  

目をひっかき  

やわらかい皮 膚につ き刺さった。  

鼻をふさぎ  

口の中が泥だ らけに なった。  

どんなに強く 口をむ すんでいても だめだ った。  

舌には泥のす じが縦 横にできた。  

 

（「土嵐  March 1935」より  『ビリー・ジョーの大地』  カ レン・ヘ ス /作  

伊藤比呂美 /訳  理論 社  2001 年 3 月  p.185-186）  

 

対談でとりあ げた詩 人伊藤比呂美 の児童 書の翻訳書で す。「訳 者かいせつ 」に

よると、舞 台は、大恐 慌時代である 1930 年代のアメリカ のど真 ん中であるオ

ク ラ ハ マ 。 大 平 原 の ま っ た だ 中 、 干 ば つ 、 日 照 り が か さ な っ て 、 ダ ス ト ボ ウ

ル（土嵐）と よばれ る災害が起こ った場 所です。  

 

そこに両親と 14 歳の 少女、ビリ ー・ジョ ー が住んでいま す。と うさんがいく

ら 働 い て も 、 ３ 年 間 小 麦 は 育 た ず 、 収 穫 は あ り ま せ ん 。 ビ リ ー ・ ジ ョ ー は 成

績優秀ですが、か あ さんは、「や っぱりね 」と言うだけで、励 ましの言葉は あ

り ま せ ん 。 家 に は と う さ ん か ら か あ さ ん へ の 結 婚 プ レ ゼ ン ト で あ る ピ ア ノ が



あ り 、 ビ リ ー ・ ジ ョ ー は ピ ア ノ を 弾 く こ と に 夢 中 で す 。 け れ ど 、 か あ さ ん は

ビリー・ジョ ーがピ アノを弾くと なぜか 、機嫌が悪く なりま す。  

 

か あ さ ん は 妊 娠 し 、 家 族 は 厳 し い 毎 日 の 中 で も 赤 ち ゃ ん を 楽 し み に し て い ま

す が 、 事 故 に よ っ て か あ さ ん と 赤 ち ゃ ん は 死 ん で し ま い 、 ビ リ ー ・ ジ ョ ー も

手 に お お や け ど を 負 い ま す 。 と う さ ん と 二 人 き り に な っ て か ら の 日 々 に も 土

嵐 は 襲 い か か り ま す 。 引 用 の 部 分 は 、 ビ リ ー ・ ジ ョ ー が 一 人 で コ ン サ ー ト か

ら帰る時に土 嵐が襲 ってきた様子 を描い ています。「 もしあた しが帰らない と

／父はきっと 探しに 出るだろう 。」と 思っ たビリー・ジョーは 死に物狂いで 帰

宅します。詩のような 文による身体 感覚に 訴える土嵐の 描写が リアルで、「こ

れ で も か 、 こ れ で も か 」 と 襲 っ て く る 自 然 の 猛 威 と 母 親 を 亡 く し 、 父 親 と の

心 の 交 流 に 飢 え て い る ビ リ ー ・ ジ ョ ー の 絶 望 的 な 気 持 ち を 見 事 に 表 現 し て い

ます。  

 

25 年ぶりに読み 返し 、今の 10 代の子ども たちにもぜひ 、読ん で 欲しいと思い

ました。（ Ｙ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

大 阪 歴 史 博 物 館 で ４ 月 ６ 日 ま で 開 催 さ れ て い る 特 別 展 示 「 郷 土 玩 具 が 好 き  

風土と造形の 愉しみ 」に行ってきま した。博 物館所蔵の全 国の郷 土玩具約 100

点 が 、 素 材 や モ チ ー フ 、 造 形 に 込 め ら れ た 祈 り に 注 目 し て 展 示 さ れ て い ま し

た。  

 

部屋の中に入 ると、ま ずは「郷土玩 具ってな に？」という 説明があ りました。

そこには、「郷 土玩具 とは、日本各地で生 み 出されてきた 素朴な おもちゃです 。

身 近 な 「 素 材 」 で 作 ら れ 、 さ ま ざ ま な 「 か た ち 」 を し て い ま す 。 そ れ ら の お

もちゃには、地 域の民 間信仰や習俗 を反映 した「願い」が込 めら れています 。」

と書かれてい ます。そして、「素材」や「 かたち」に注 目しつ つ、馬や達磨 や

妖 怪 な ど の 郷 土 玩 具 が モ チ ー フ ご と に 展 示 さ れ 、 作 ら れ た 目 的 な ど の 解 説 が

付されていま す。  

 

「 素 材 」 と し て は 、 土 、 紙 、 藁 、 木 材 、 竹 、 か い こ の 繭 な ど の 自 然 な 素 材 が

使われ、「 願い」とし ては、無病息災、魔 除け、豊作、航海 安 全、安産、縁起

な ど が こ め ら れ て い ま す 。 ど れ も 素 朴 で 、 あ た た か い 感 じ が し て 、 手 に と っ

てみたくなり ました 。  

 

特 に 、 張 子 の 虎 や 、 赤 べ こ な ど は 、 子 ど も の こ ろ 、 首 が 揺 れ る の を 見 飽 き な

か っ た こ と を 思 い 出 し ま し た 。 ま た 、 か ら く り 人 形 、 引 き 車 な ど の 動 か せ る

おもちゃは楽 しそう で、動かして遊びた く なりました。河豚土 鈴 と河豚笛は、

丸 い 形 と 河 豚 の 大 き な 目 が 特 徴 的 で 、 音 を 鳴 ら し て み た く な り ま し た 。 素 朴

な 土 人 形 も 多 く 展 示 さ れ て お り 、 伏 見 人 形 や 、 稲 持 鶏 、 千 疋 猿 な ど の 住 吉 土

人形は、見た ことが あって懐かし い気持 ちがしました 。  

 

多くの玩具が 宮脇コ レクションか らでし た。博物館のＨＰに よ ると京扇子「宮

脇 賣 扇 庵 」 の ご 主 人 が 戦 前 ・ 戦 後 に 収 集 し た 郷 土 玩 具 の コ レ ク シ ョ ン と の こ

と。宮脇氏 が昭和 35 年 11 月 16 日に亡く なったあと 、１万点 あまりあるコ レ

クションの中 の 1000 点余りが大阪 歴史博 物館の所蔵と なった と書かれてい ま

す。集めるこ と、保 存することの 大切さ を改めて感じ た展示 でした。（ Ｋ）  

 

大阪歴史博物 館  https://www.osakamushis.jp/  

 

https://www.osakamushis.jp/


*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第２ ６回  

*****************************************************************  

第６章  鳥越 信先生  

その１  三つ の児童 文学史展 （上 ）  

 

1979（昭和 54）年 11 月、鳥越信先生 （ 1929～ 2013 年）が監修 した児童文学

史 展 の お 手 伝 い で 、 鳥 越 先 生 と い っ し ょ に 沖 縄 に 行 き ま し た 。 私 は 、 １ 年 浪

人して入学し た大学 院の１年次で 、 24 歳でした。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や 評 論 家 の 仕 事 に 対 す る 考 察 や 、 さ ら に は 、 そ こ か ら 、 現 代 児 童 文 学 史 の と

らえ直しも試 みます 。ご愛読くだ さい。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

*****************************************************************  

《６》  富安陽子  腕 だめし  ＳＴ ＯＲＹ  ＣＯＭＰＥ． ２０２ ５  

*****************************************************************  

２つのキーワ ード「 パン」「ワニ」を 入れ た 、子どもを読者 対 象とした 創作童

話を募集中で す。  

◎応募期限： ２月２ 日（月）  

◎締め切り後 、富安 陽子が選考し 、投票 用の５～６作 品に絞 ります。  

投票用作品は 、作者 名を伏せて、 NO.186（２月 20 日発行）で 発表します。  

作品を読んだ 人は「 これが一番面 白い！ 」と思う作品 に投票 してください 。  

◎上位２位の 発表は 、 NO.188（４月 21 日発行）で行い ます。  

この時に作者 名を公 表し、富安陽 子がコ メントを添え ます。  

富安陽子の参 考作品 も公開します のでお 楽しみに！  

＜詳細、応募 方法は こちらをご覧 くださ い＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●講演会「日 本の絵 本１００年１ ００人 １００冊と最 近の絵 本 」  

講師：広松由 希子（ 絵本評論家、 作家）  

日時：３月７ 日（土 ） 14： 00～ 16： 00 定員： 50 人  参加費 ：無料  

会場：吹田市 立中央 図書館  

主催：吹田子 どもの 本連絡会  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『わ た しのおとうさん

の り ゅ う 』 を プ レ ゼ ン ト し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 プ レ ゼ ン ト 応 募 フ ォ ー ム か

ら、（ 1）お名前  （ 2）郵便番号・住所  （ 3）電話番号  （ 4）メール アドレス、

よろしけ れ ば  （ 5） こ の メ ル マ ガ の ご 感 想 を お 書 き の う え  ご 応 募 く だ さ い 。 

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/storycompe.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は２月 10 日（火 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

長い正月休み も終わ り、日常がス タート しました。年 々、月 日の経つのが 早

く感じられ、 もう２ 月、そして年 度末を 迎えます。体 調管理 に気を付けて 毎

日を送ろうと 改めて 思いをいたし ており ます。今年も どうぞ よろしくお願 い

いたします 。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

